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輸出 輸入

輸出

出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2020

出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2020
    

（注）確定値。
      取扱量単位は千TEU。
   　※1 深圳（Shenzhen)は、赤湾（Chiwan）、蛇口（Shekou)、 
      　　塩田（Yantian)の３港の合計。
      ※2 NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。 

世界主要港2019年コンテナ取扱量1
世界主要港の1、2位は昨年に引き続き上海、シンガポール。
上位10位港のうち、シンガポール、釜山、ロッテルダムを除く7港を中国の港湾が占める。

世界主要港コンテナ取扱量の推移（1980、2001、2019年経年比較）2
わが国港湾は、1980年には神戸港（4位）、横浜港（12位）及び東京港（18位）が20位以内に入っていた。2019年時点では東京港は39位
だったが、神戸港、横浜港とも50位以下となった。世界の中でわが国港湾の位置づけは低下している。

定期航路

上海
シンガポール
寧波
深圳 ※1

広州
釜山
青島
香港
天津
ロッテルダム
ドバイ
ポートクラン
アントワープ
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PTP（タンジュンペラパス）
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レムチャバン
ロングビーチ
タンジュンプリオク
NY ・NJ ※2

コロンボ
ホーチミン
ピレウス
営口
バレンシア
マニラ
太倉

中国
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中国
韓国
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中国
中国
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アラブ首長国連邦
マレーシア
ベルギー
中国
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米国
ドイツ
マレーシア
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フィリピン
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3.1
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2.1

▲5.6
10.3
6.8
3.9
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0.5

▲5.7
▲0.5

4.1
2.6
9.6

15.1
▲15.5

6.1
4.5
1.6

43,303
37,196
27,530
25,770
23,236
21,992
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18,361
17,264
14,811
14,111
13,581
11,860
11,122
10,429
9,338
9,274
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8,760
8,107
7,632
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7,471
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1980年 2001年

（注） 2019年取扱量は確定値。取扱量単位は千TEU。  
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ロッテルダム
香港
神戸
高雄
シンガポール
サン・ファン
ロングビーチ
ハンブルク
オークランド

横浜

釜山

東京

米国
オランダ
香港
日本
台湾
シンガポール
米国
米国
ドイツ
米国

1,947
1,901
1,465
1,456

979
917
852
825
783
782

日本

韓国

日本

722

634

632

港
香港
シンガポール
釜山  
高雄   
上海 
ロッテルダム  
ロサンゼルス
深圳
ハンブルク
ロングビーチ

中国
シンガポール
韓国
台湾
中国
オランダ
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中国
ドイツ
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東京

横浜

神戸

18,000
15,520

7,906
7,540
6,334
5,944
5,183
5,076
4,689
4,462

2,770

2,400

2,100

日本

日本

日本
39 東京 4,510日本

12

16

18

取扱量国 港 取扱量国
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

2019年

上海
シンガポール
寧波
深圳 ※2

広州
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青島
香港
天津
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中国
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韓国
中国
中国
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43,303
37,196
27,530
25,770
23,236
21,992
21,010
18,361
17,264
14,811

港 取扱量国

順位 18年順位 港 国 取扱量 前年比

25

21

18

※1 NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。
※2 深圳（Shenzhen)は、赤湾（Chiwan）、蛇口（Shekou)、塩田（Yantian)の３港の合計。

※1

輸入

わが国の海上貿易量の内訳4
わが国の海上貿易をみると、コンテナ貨物では、輸出入ともにアジア地域内との貿易が6割以上を占めている。
不定期船貨物については、輸出ではアジア域内が約7割、輸入では大洋州や中東等の資源保有国からの輸入がシェアの半分以上を占める。

世界のコンテナの荷動き（推計）3
2020年の世界のコンテナ荷動き量は、164,011,760TEUで前年比0.1%減少した。東アジア域内だけで見ると、前年比2.3％の増加である。
現在の世界のコンテナ荷動きは、アジア／北米、アジア／欧州の基幹航路よりも東アジア域内の方が圧倒的に多くなっている。

作成：（公財）日本海事センター

出典：財務省貿易統計　
（注） ①2020年の数値。  ②コンテナ貨物と不定期船貨物のデータについては「財務省貿易統計」を基に海事局作成。  ③端数処理のため、末尾の数字が合わない場合がある。

コンテナ貨物

不定期船貨物

日本の地域別海上貿易量の内訳
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4％
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欧州
12％

北米
15％

大洋州
3％

567

297

242
1,718
3,260

2,326

7,484

19,403

349

289

1,247
2,559

667
3,312
439218

516

185

1,469
2,786

2,371

1,263
338

653
825

1,251

6,662

1,898
1,278

613

4,352

1,001
751

15,012

1,418
1,993

4,324
2,388

1,325
750

2,614
961

東アジア
East Asia

インド亜大陸
India,etc.

欧州
Europe

アフリカ
Africa

中東
MiddleEast

大洋州
Oceania

北米
North America

中南米
Central&South

America

2,910

652

1,659

162

43,073

8,307

478

1,591

248 15490

144

68
19

80
91

World Container Estimated Movement in 2020 前年比0.1%減Total:164,011,760 TEU 単位 : 千TEU
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出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2020
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（注）確定値。
      取扱量単位は千TEU。
   　※1 深圳（Shenzhen)は、赤湾（Chiwan）、蛇口（Shekou)、 
      　　塩田（Yantian)の３港の合計。
      ※2 NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。 

世界主要港2019年コンテナ取扱量1
世界主要港の1、2位は昨年に引き続き上海、シンガポール。
上位10位港のうち、シンガポール、釜山、ロッテルダムを除く7港を中国の港湾が占める。

世界主要港コンテナ取扱量の推移（1980、2001、2019年経年比較）2
わが国港湾は、1980年には神戸港（4位）、横浜港（12位）及び東京港（18位）が20位以内に入っていた。2019年時点では東京港は39位
だったが、神戸港、横浜港とも50位以下となった。世界の中でわが国港湾の位置づけは低下している。
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※1 NY ・ NJは、ニューヨーク ・ ニュージャージーの略。
※2 深圳（Shenzhen)は、赤湾（Chiwan）、蛇口（Shekou)、塩田（Yantian)の３港の合計。

※1

輸入

わが国の海上貿易量の内訳4
わが国の海上貿易をみると、コンテナ貨物では、輸出入ともにアジア地域内との貿易が6割以上を占めている。
不定期船貨物については、輸出ではアジア域内が約7割、輸入では大洋州や中東等の資源保有国からの輸入がシェアの半分以上を占める。

世界のコンテナの荷動き（推計）3
2020年の世界のコンテナ荷動き量は、164,011,760TEUで前年比0.1%減少した。東アジア域内だけで見ると、前年比2.3％の増加である。
現在の世界のコンテナ荷動きは、アジア／北米、アジア／欧州の基幹航路よりも東アジア域内の方が圧倒的に多くなっている。

作成：（公財）日本海事センター

出典：財務省貿易統計　
（注） ①2020年の数値。  ②コンテナ貨物と不定期船貨物のデータについては「財務省貿易統計」を基に海事局作成。  ③端数処理のため、末尾の数字が合わない場合がある。
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日本の地域別海上貿易量の内訳
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フルコンテナ船運航船腹量上位20社5
近年、コンテナ業界では上位船社への集中度が高まっている。
1995年では上位３船社のシェアは17.3％であったが、2021年
には45.1％まで上昇している。

大手コンテナ船社の主なM&A等の動き（暦年順）6

出典：Alphaliner、日本郵船調査グループ「世界のコンテナ輸送と就航状況」

作成：（公財）日本海事センター

作成：（公財）日本海事センター

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

Maersk Line（デンマーク）

Sea-Land（米国）

China Ocean Shipping（Group） Company：COSCO（中国）

Evergreen（台湾）

日本郵船

韓進海運（韓国） 

大阪商船三井船舶

American President Line：APL（米国）

P&O Containers（英国）

Nedlloyd Line（オランダ）

川崎汽船

Orient Overseas Container Line：OOCL（香港）

Hapag-Lloyd Container Line（ドイツ）

DSR Senator（ドイツ）

陽明海運（台湾）

Neptune Orient Lines：NOL（シンガポール）

現代商船（韓国）

Zim Integrated Shipping（イスラエル）

Mediterranean Shipping Company：MSC（スイス）

Compagnie Maritime d’Affretement：CMA（フランス）

180,831

180,000

153,253

146,557

115,626

97,176

96,775

96,326

92,083

90,714

70,193

69,311

69,180

68,915

68,513

67,935

59,526

59,247

53,566

48,878

順位 運航会社 TEU

1995年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

Maersk Line（デンマーク）/Safmarine（デンマーク）

P&O Nedlloyd（英国/オランダ）

Evergreen（台湾）/Lloyd　Triestino（イタリア）/Uniglory（台湾）

韓進海運（韓国）/DSR Senator（ドイツ）

MSC（スイス）

NOL/APL（シンガポール）

COSCO（中国）

CP Ships（英国）

日本郵船

CMA-CGM（フランス）/ANL（オーストラリア）

商船三井

OOCL（香港）

川崎汽船

Zim Integrated Shipping Services（イスラエル）

Hapag-Lloyd Container Line（ドイツ）

現代商船（韓国）

Compania Sud Americana de Vapores : CSAV（チリ）

陽明海運（台湾）

China Shipping Container Line : CSCL（中国）

Hamburg-Sud（ドイツ）

596,442

345,055

324,874

281,781

229,629

209,245

200,656

171,035

158,230

141,770

141,731

138,949

135,120

127,101

119,028

116,472

109,580

109,058

100,888

77,135

全世界

順位 運航会社 TEU

2001年 2021年4月現在

●Hamburg-Sud（ドイツ）がDeutsche Levante Linie（ドイツ）を吸収合併
●HAPAG（Hamburg-Amerikanische Packetfahrt Aktien-Gesellschaft：ドイツ）とNord Lloyd（ドイツ）が合併
　Hapag Lloyd A.G（ドイツ）となる
●CGT（Compagnie Generale Transatlantique：フランス）とMM（Messageries Maritimes：フランス）が合併
●P&O（英国）がOCL（Overseas Containers Ltd〔P＆O、Alfred Holt、British Commonwealth Shipping、Furness Withyの

合弁企業：いずれも英国〕）を買収
●韓進海運（韓国）がKorea Shipping Co（韓国）を買収
●USL（United States Line：米国）が倒産
●EAC（East Asiatic Container：デンマーク）がBen Line（英国）を吸収合併
●日本郵船が日本ライナーシステム（山下新日本汽船、ジャパンラインのコンテナ部門）を吸収合併
●Maersk Line（デンマーク）がEAC（デンマーク）を吸収合併
●CP Ships（英国）がCAST（CAST Container Line：ベルギー）を買収
●TMM（Transportacion Maritima Mexicana国営会社：メキシコ）がFlota （Flota Mercante-Grancolombiana：コロンビア）を買収
●P&O（英国）とNedlloyd Line（オランダ）が合併
　P&O Nedlloydとなる
●CP Ships（英国）がLykes Line（米国）とContship Container Line（英国）を買収
●NOL（Neptune Orient Lines：シンガポール）がAPL（American President Line：米国）を買収
●韓進海運（韓国）がSenetor Line（ドイツ）を買収
●P&O Nedlloyd（英国･オランダ）がBlue Star Line（英国）を買収
●CMA（Compagnie Maritime d’Affretement：フランス）がANL（Australian National Line：オーストラリア）を買収
●Evergreen（台湾）がLｌoyd Triestino（イタリア）を買収
●CP Ships（英国）がANZDL（Australia-New Zealand Direct Line：オーストラリア）、Ivaran Lines（ノルウェー）を買収
●Hamburg-Sud（ドイツ）がAlianca（ブラジル）、South Pacific Container Line（米国）を買収
●Safmarine（南アフリカ）がCMB（Compagnie Maritime Belge：ベルギー）を買収
●Maersk Line（デンマーク）がSea-Land（米国）、Safmarine （南アフリカ）を買収

●CMA（フランス）とCGM（Compagnie Generale Maritime：フランス）が合併
●CP Ships（英国）がTMM（メキシコ）のコンテナ部門を買収
●Hamburg-Sud（ドイツ）がCrowly American Transport（米国）を買収
●CSAV（Compania Sud Americana de Vapores：チリ）がMontemar（ウルグアイ）を買収
●P&O Nedlloyd（英国・オランダ）がFarrell Line（米国）、Harrison Line（英国）を買収
●CSAV（チリ）がNorasia Line（スイス）を買収
●朝陽海運（韓国）倒産
●Hamburg-Sud（ドイツ）がKieng Hung（台湾）を買収
●Hamburg-Sud（ドイツ）がColumbus Line（米国)を買収
●Maersk Line（デンマーク）がP&O Nedlloyd（英国・オランダ）を買収。これにより、米国、英国、オランダの大手コンテナ船社は、すべて消滅した
●TUI AG（Hapag-Lloydの親会社・ドイツ）がCP Ships（英国）を買収。CP Shipsの買収した各社が傘下の会社となる
●CMA-CGM（フランス）がDelmas（フランス）を買収
●CMA-CGM（フランス）がCheng Lie Navigation （台湾）、U.S.Lines（米国）、 Comanav （Compagnie Maroccaine de Navigation：

モロッコ）を買収
●TUI AG（ドイツ）がHapag-Lloyd及び傘下のコンテナ各社の株式の一部をドイツの投資企業集団に売却
●Hamburg-Sud（ドイツ）がCosta Container Lines（イタリア）を買収
●Hapag Lloyd（ドイツ）とCSAV（チリ）のコンテナ船部門が合併
●Hamburg-Sud（ドイツ）がCCNI（チリ）のコンテナ船部門を買収
●CMA-CGM（フランス）がNOL（シンガポール）を買収
●韓進海運（韓国）が法定管理を申請、のち倒産
●中国海洋運輸集団（COSCOグループ）と中国海運集団が合併
●Hapag-lloyd（ドイツ）とUASC（アラブ首長国連邦）が合併 
●Maersk Line（デンマーク）がHamburg Sud（ドイツ）を買収
●川崎汽船、商船三井、日本郵船の大手3社が定期コンテナ船事業統合新会社「Ocean Network Express : ONE」を設立
●COSCO（中国）がOOCL（香港）を買収

4,788,319 全世界 2,969,315 

1956年
1970年

1973年
1986年

1987年

1991年

1993年
1995年
1996年
1997年

1998年

1999年

1999年

2000年

2001年
2003年
2004年
2005年

2006年
2007年

2008年

2014年
2015年
2016年

2017年

2018年

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

全世界

順位 運航会社 TEU

4,128,985

3,902,661

3,022,125

3,016,687

1,774,132

1,609,453

1,327,918

750,872

628,467

416,976

355,608

248,410

168,265

160,802

149,312

138,992

137,589

133,989

106,487

103,852

24,479,057

Maersk Line（デンマーク）

MSC（スイス）

COSCO（中国）

CMA-CGM（フランス）

Hapag-Lloyd（ドイツ）

ONE（シンガポール）

Evergreen（台湾）

HMM （韓国）

陽明海運（台湾）

Zim Integrated Shipping Services（イスラエル）

Wan Hai Lines（台湾）

Pacific International Lines（シンガポール）

中谷物流股份有限公司（中国）

KMTC（韓国）

Islamic Republic of Iran Shipping Lines（イラン）

安通控股（中国）

SITC（中国）

X-Press Feeders Group（シンガポール）

UniFeeder（デンマーク）

Sinokor Merchant Marine（中国）
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2016

USL
（米国）1872

1987
×

倒産

2016
×

倒産

ONE
（シンガポール）

作成：（公財）日本海事センター（企業グループ別フローチャート）

19971987韓進海運
（韓国）1977

Korea Shipping Co
（韓国）1949

韓進海運
（韓国）

Senetor Line
（ドイツ）1956

韓進海運
（韓国）

大手コンテナ船社の主なM&A等の動き
激しい国際競争により、世界のコンテナ船社は1990年代より世界規模でM&Aを繰り返し、集約・再編が進んでいる。

※2021年4月現在のデータを元に作成

1． 　 　は、2021年現在のコンテナ船腹量上位20社にランクされ、
　　　　　　 　この20年の間にM&Aが行われた企業である。
2. 　　　　　　 は、2010年以前に上位20社にランクされる状況にあったことを示す。
　　　　　　 　（【'00】はこの時点で上位20社にランクされたことを示す。）

3. 上位20社にランクされない状況にある場合は、　　　で示してある。
4. 右欄のランキングの下段(　　)書きは、上位20社中のシェア（％）である。
5. 　　 内の数字は前年のランキングである。
6. 枠内の数字は会社設立年である。

上記7社
合計86％

❸
❹
❺
❻

❶

 

❷

Sea-Land
（米国）1960

Safmarine
（南アフリカ）1946

CMB
（ベルギー）1895

Ben Line
（英国）1919

 EAC
（デンマーク）1897

Maersk Line
（デンマーク）

OCL
（英国）1965

P&O
（英国）1837

1998

1998

1999

1997
2000

1993

1991

1986

2005 2017

2018

Maersk Line
（デンマーク）1904

Nedlloyd Line
（オランダ）1970

P&O
（英国） P&O Nedlloyd

（英国 /オランダ）

Blue Star Line
（英国）1911

Farrell Line
（米国）1900

Harrison Line
（英国）1853

2021年 2020年

ランキング

11
(19%)

22
(18%)

1997  NOL
（シンガポール )1968

APL
（米国）1938

NOL/APL
（シンガポール）

CMA
（フランス）1978

ANL
（オーストラリア）1956

CGM
(フランス）

CMA-CGM
（フランス）

Cheng Lie Navigation
（台湾）1971

U.S.Lines
（米国）2003

Comanav
（モロッコ）1946 

Delmas
（フランス）1867CGT

（フランス）1855

MM
(フランス）1852

2006 2007 2016

1973

1998 1999 CMA-CGM
（フランス）

CMA
（フランス） 44

(14%)

CCNI
（チリ）

MSC
（スイス）1970

COSCO
（中国）

Evergreen
（台湾）

1998Evergreen
（台湾）1968

Lｌoyd Triestino
（イタリア）1936

77
(6%)

33
(14%)

COSCO
（中国）

CSCL
（中国）

OOCL
（香港）

2014CSAV
（チリ）1872

CSAV
（チリ）

CSAV
（チリ）

Norasia Line
（スイス）1984

Montemar
（ウルグアイ）

1999
【'99】

2000

UASC
（アラブ首長国連邦）

NL
（ドイツ）1857

HAPAG
（ドイツ）1847 TUI AG

（ドイツ）

投資企業集団
（ドイツ）

Hapag-Lｌoyd
（ドイツ）

Lykes Line
（米国）1900

CAST
（ベルギー）1969

Contship Container Line
（英国）1968

CP Ships
（英国）1891

2008

一部売却

2005

【'01】

1999199819971995

1996

1970
TUI AG
（ドイツ）

TUI AG
（Hapag-Lloyd の親会社・ドイツ）

ANZDL
（オーストラリア）

Ivaran Lines
（ノルウェー）1902

Flota
（コロンビア）1913

TMMのコンテナ部門
（メキシコ）1958

CP Ships
（英国）

CP Ships
（英国）

Hapag Lloyd A.G.
（ドイツ）

5

6

5
(8%)

Alianca
（ブラジル）1950

South Pacific Container Line
（米国）

1998 1999 2003 2004 2008

2015

1956

Costa Container Lines
（イタリア）1947

Kieng Hung
（台湾）

Columbus Line
（米国）1957

Crowly American Transport
（米国）1892

Hamburg-Sud
（ドイツ）1871

Deutshe Levante Linie
（ドイツ）1889

【'01】

2017

日本郵船
（日本）1885

1991

日本ライナーシステム
（YS,JLのコンテナ部門・日本）1988

日本郵船
（日本）

商船三井
（日本）

川崎汽船
（日本）

6
(7%)

Maersk Line
（デンマーク）

Hamburg-Sud
（ドイツ）
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商船三井

ネドロイド

APL

OOCL

TGA

商船三井

ネドロイド

APL

OOCL

TGA

日本郵船

ハパッグロイド

NOL

P&Oコンテナーズ

GA

日本郵船

ハパッグロイド

NOL

P&Oコンテナーズ

GA

日本郵船

ハパッグロイド

OOCL

MISC

P&Oネドロイド

GA

日本郵船

ハパッグロイド

OOCL

MISC

P&Oネドロイド

GA

日本郵船

ハパッグロイド

OOCL

MISC

GA

OOCL

CMA-CGM

コスコ

エバーグリーン

OA

CMA-CGM

コスコ

エバーグリーン

OA

川崎汽船

陽明海運

コスコ

韓進海運

エバーグリーン

CKYHE（’14）

CMA-CGM

UASC

CSCL

03

現代商船

商船三井

APL/NOL

日本郵船

ハパッグロイド

OOCL

G6（’12-）

川崎汽船

陽明海運

コスコ

CKY

川崎汽船

陽明海運

コスコ

CKY

川崎汽船

陽明海運

コスコ

韓進海運

CKYH

川崎汽船

陽明海運

コスコ

韓進海運

CKYH

1995 1996 1998 2003 2008

マースク

MSC

2M

2015

マースク

MSC

2M

2017

マースク

MSC

2M

2018

CMA-CGM

コスコ

エバーグリーン

OA

マースク

MSC

2M

2020-

T G A：ザ・グローバルアライアンス
T     A：ザ・アライアンス
O     A：オーシャン・アライアンス
G     A：グランド・アライアンス
TNWA：ザ・ニューワールド・アライアンス

商船三井

現代商船

APL/NOL

TNWA

商船三井

現代商船

APL/NOL

TNWA

ONE

ハパッグロイド

陽明海運

TA

ONE

ハパッグロイド

陽明海運

HMM
（旧現代商船）

TA

商船三井

現代商船

APL/NOL

TNWA

ハパッグロイド

陽明海運

川崎汽船

ONE

商船三井

日本郵船

TA

作成：（公財）日本海事センター

8 コンテナ船社のアライアンスの変遷
世界規模での最適配船、コスト合理化を図るため、コンテナ運航船社間協定による複数の航路やサービスでの協調体制である「アライ
アンス」が1990年代に誕生。2017年7月に邦船3社が定期コンテナ船事業部門を統合しOcean Network Express（ONE）を設立、
2018年4月にサービスを開始した。
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アジア各国の世界に占めるコンテナ取扱量のシェア9
アジア各国の世界に占めるコンテナ取扱量（TEU）のシェアは1990年には4割を切っていたが、
その後拡大し続け、2019年には57.2％となった。

（注）①中国、シンガポール、香港、日本、韓国、マレーシア、台湾、インド、インドネシア、タイ、ベトナム、フィリピン、スリランカ、パキスタン、バングラディシュ、ミャンマー、カンボジアのデータ。
　　　②取扱量はContainerisation International推定値。

出典：Containerisation International、UNCTAD、国土交通省港湾局

コンテナ取扱量の上位を占めるアジアの港湾10
中国を中心にアジア諸国発着のコンテナ貨物が増加したため、世界のコンテナ取扱量上位10港のうち、9港がアジアの港湾であり、
そのうち７港を中国の港湾が占めている。

出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2020、Containerisation International
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上海（中国）

シンガポール（シンガポール）

寧波（中国）

深圳（中国）

広州（中国）

釜山（韓国）

青島（中国）

香港（中国）

天津（中国）

ロッテルダム（オランダ）

1990  1995  1996  1997  1998  1999  2000  2001  2002  2003  2004  2005  2006  2007  2008  2009  2010  2011  2012  2013  2014  2015  2016 2017 2018 2019

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
港　名（国名）

43,303

37,196

27,530

25,770

23,236

21,992

21,010

18,361

17,264

14,811

2019年の
取扱量

（千TEU）

取扱量の順位

（％）

（年）

（注）取扱量はThe Top 100 Ports in 2019確定値。 

（注） ①数字は全船舶数（国際海事局・
IMBの資料による）で、日本関
係船舶（日本籍の外航船舶及
び日本の船会社の運航する外
国籍船）の件数（国土交通省の
調査による）

②マ・シ海峡及びソマリア周辺
海域の件数はそれぞれ東南ア
ジア、アフリカの内数である。

最近の海賊等事案の発生状況1
ソマリア周辺海域では、わが国の自衛隊派遣を含む各国共同の海賊対策の結果、海賊事案が減少しているものの、東南アジアや西アフリカ
等世界各地で、海賊の脅威が依然存在する。

世界全体のCO2排出量に占める国際海運の割合2
2017年の国際海運のCO2排出量は約7億トン。世界全体の2.1%。

出典：国際海事局（IMB）、国土交通省海事局

出典：IEA 「CO2 Emissions From Fuel Combustion Highlights 2019」
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（単位：百万トン）
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（件数）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 （年）2020

東南アジア

アフリカ

マラッカ・シンガポール海峡

ソマリア周辺海域

合計

日本関係船舶
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259

5

219
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15

80

293

12

237

439

11
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150

8
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5
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9
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9

11
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

147

35

14

0

246

16

68

62

9

2

191

10

2017

76

57

4

9

180

3

2018

60

87

3

3

201

5

2019

53

71

12

0

162

4

62

88

23

0

195

2

2020

年

東南アジア
アフリカ
マラッカ・シンガポール海峡
ソマリア周辺海域
合計

外航海運Ⅱ 航行安全と環境保全


